
遠
く
離
れ
た
高
松
市
に

下
野
市
と
同
じ
「
国
分
寺
」
が
あ
り
、

　
「
国
分
寺
」
と
い
う
地
名
が
あ
っ
た

　
　
　

た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
に

　
　
　
　
　

す
ご
く
身
近
に
感
じ
る

高
松
市
と
協
定
締
結

　

本
年
６
月
、
本
市
は
香
川
県
高
松
市
と

「
歴
史
文
化
交
流
協
定
」、「
災
害
時
相
互

支
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
旧
国
分
寺
町
で
開
催
さ
れ

た
「
第
２
回
全
国
国
分
寺
サ
ミ
ッ
ト
」
を

契
機
と
し
て
、
全
国
に
国
分
寺
を
冠
に
し

た
町
が
２
町
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら

始
ま
っ
た
交
流
は
、
毎
年
様
々
な
事
業
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
７
月
に
は

「
下
野
市
国
内
交
流
協
会
」
が
発
足
し
協

会
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
つ
な
が
り
の
軸
で
あ
る
国
分
寺

跡
等
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
の
承
継
や
活
用

な
ど
を
通
じ
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
増

加
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

高
松
市
か
ら
や
っ
て
き
た
！

　

８
月
20
日
に
高
松
市
讃
岐
国
分
寺
小
学

生
交
流
団
23
名
が
下
野
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

ゆ
う
ゆ
う
館
で
行
わ
れ
た
歓
迎
会
で

は
、
下
野
市
国
内
交
流
協
会
の
方
々
に
よ

り
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
卵
と
じ
汁
や
カ
レ
ー

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後

本
市
小
学
生
交
流
団
員
と
の
交
流
会
で
は
、

下
野
薬
師
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
協
力

に
よ
り
「
下

野
か
る
た
取

り
」
を
行
い

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

協
定
締
結
記
念
事
業

　

本
年
６
月
の
高
松
市
と
の
協
定
締
結
を

記
念
し
、
９
月
21
日
、
道
の
駅
し
も
つ
け

で
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
高

松
市
の
「
讃
岐
国
分
寺

太
鼓
」
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
迫
力
あ
る
太
鼓

の
響
き
や
勇
壮
な
ば
ち

さ
ば
き
で
来
場
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。
ま
た
本

場
讃
岐
う
ど
ん
の
販
売

も
行
わ
れ
、
瞬
く
間
に

完
売
と
な
り
ま
し
た
。

下
野
市
か
ら
高
松
市
へ
行
く
！

　

８
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、

高
松
市
と
の
友
好
親
善
交
流
と
し
て
小
学

生
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
派
遣
団
は
、
市
内
小
学
６
年
生

19
名
、
団
長
、
引
率
者
（
小
学
校
教
諭
）

１
名
と
事
務
局
（
生
活
安
全
課
）
の
計
23

名
で
し
た
。

　

地
元
小
学

生
と
の
交
流

会
や
讃
岐
国

分
寺
史
跡
等

の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
高
松

市
の
大
西
市

長
へ
表
敬
訪

問
を
行
い
、

両
市
の
絆
を

さ
ら
に
深
め

る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

ま
だ
仮
設
住
宅
に
住
む
方
が
大
勢
い
ま
す

宮
城
県
亘
理
町
と
の
交
流
事
業

　

国
内
交
流
協
会
は
、
平
成
23
年
に
発
足

し
た
亘
理
町
応
援
団
と
共
催
し
、「
天
平

の
花
ま
つ
り
」
へ
の
招
待
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
２
回
目

と
な
る
今
年
も
１
泊
２

日
の
行
程
で
亘
理
町
民

50
名
を
招
待
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
は
、
お
花
見

や
国
分
寺
跡
等
の
市
内

名
所
巡
り
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
野
市
国
内
交
流
協
会

　

会
員
募
集
中

　

市
民
を
主
体
と
し
た
幅
広
い
分
野

に
お
け
る
国
内
交
流
を
推
進
し
、
相

互
理
解
と
友
情
を
深
め
、
地
域
間
の

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
内
交
流

事
業
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
年
会
費
】

個
人
会
員　

１
口　

１
，
０
０
０
円

法
人
会
員　

１
口　

３
，
０
０
０
円

団
体
会
員　

１
口　

５
，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
内
交
流
協
会

　
（
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

国内交流

国
内
交
流

Shimotsuke
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